
第２１号議案

中野区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条

例施行規則及び中野区立小学校及び中学校教育職員の勤務時間、

休日、休暇等に関する条例施行規則の一部を改正する規則の一

部を改正する規則

上記の議案を提出します。

令和２年（２０２０年）３月２７日

提出者 中野区教育委員会教育長 入野 貴美子

（提案理由）

臨時的任用職員の年次有給休暇に係る規定を改める必要がある。



中野区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条

例施行規則及び中野区立小学校及び中学校教育職員の勤務時

間、休日、休暇等に関する条例施行規則の一部を改正する規則

の一部を改正する規則

中野区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例施

行規則及び中野区立小学校及び中学校教育職員の勤務時間、休日、休

暇等に関する条例施行規則の一部を改正する規則（令和元年中野区教

育委員会規則第１３号）の一部を次のように改正する。

第１条中中野区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関す

る条例施行規則第１５条第２項の改正規定の前に次のように加える。

第１４条第１項ただし書中「をいう。」の次に「第１５条を除

き、」を加える。

第１条のうち中野区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に

関する条例施行規則第１５条第２項の改正規定中「第１５条第２項」

を「第１５条第１項中「別表第３のとおり」を「当該任用の時点にお

いて付与するものとし、その日数は、別表第３に定める日数」に改

め 、 同 条 第 ２ 項 」 に 、 「 前 項 の 」 を 「 前 項 又 は こ の 項 の 」 に 改

め、「同一年度内において」を削り、「任用された場合又は任用期間

が更新された」を「任用され、又は任用期間が更新され、かつ、前項

の規定による任用の日から当該引き続き臨時的に任用されたときの任

期又は任用期間が更新されたときの任用期間の末日までの期間が１年

以下である」に、「その任用され、又は更新された日よりも前の同一

年度内における」を「当該引き続き臨時的に任用され、又は任用期間

が更新された時点において付与するものとし、その日数は、同項の規

定による」に、「引き続き任用され、又は更新された任期」を「当該

引き続き臨時的に任用されたときの任期又は任用期間が更新されたと



きの任用期間」に、「を引き続き任用され、又は更新された日に与え

る」を「とする」に改める。

第１条中中野区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関す

る条例施行規則第１５条に１項を加える改正規定を次のように改める。

第１５条に次の４項を加える。

３ 前２項又は次項の規定による年次有給休暇を付与されたの

ち、引き続き臨時的に任用され、又は任用期間が更新され、か

つ、当該引き続き臨時的に任用され、又は任用期間が更新された

日が、第１項の規定による任用の日から起算して１年を経過した

日以後である場合の年次有給休暇は、同日及び毎年同日に応当す

る日（応当する日がない場合には、その前日）（以下「応当日等

の日」という。）の時点において付与するものとし、その日数

は、２０日とする。

４ 第１項又は第２項の規定による年次有給休暇を付与されたの

ち、引き続き臨時的に任用され、又は任用期間が更新され、か

つ、当該引き続き臨時的に任用され、又は任用期間が更新された

日が、第１項の規定による任用の日から起算して１年を経過した

日前であって、同項の規定による任用の日から当該引き続き臨時

的に任用されたときの任期又は任用期間が更新されたときの任用

期間の末日までの期間が１年を超える場合の年次有給休暇は、次

の各号に掲げる時点において、当該各号に定める日数を付与する

ものとする。

⑴ 当該引き続き臨時的に任用され、又は任用期間が更新された

時点 ２０日から既に付与された年次有給休暇の日数を減じた

日数

⑵ 当該引き続き臨時的に任用されたときの任期又は任用期間が

更新されたときの任用期間における応当日等の日の時点 ２０



日

５ 前各項に規定する年次有給休暇の日数のうち、応当日等の日前

１年の間に使用しなかった日数があるときは、２０日を限度に当

該応当日等の日以後１年に限りこれを繰り越すことができる。た

だし、応当日等の日前１年における勤務実績（第１項の規定によ

る任用の日又は応当日等の日から起算して１年を経過する日まで

の間における総日数から週休日の日数を減じた日数に対する勤務

した日数の割合をいう。以下この条において同じ。）が８割に満

たない臨時的に任用された職員については、この限りでない。

６ 勤務実績を算定する場合において、勤務した日数とみなす期間

については、第１４条第４項の規定を準用する。

第２条中中野区立小学校及び中学校教育職員の勤務時間、休日、休

暇等に関する条例施行規則第１６条第２項の改正規定の前に次のよう

に加える。

第１４条第１項ただし書中「をいう。」の次に「第１６条を除

き、」を加える。

第２条のうち中野区立小学校及び中学校教育職員の勤務時間、休

日、休暇等に関する条例施行規則第１６条第２項の改正規定中「第１

６条第２項」を「第１６条第１項中「別表第３のとおり」を「当該任

用の時点において付与するものとし、その日数は、別表第３に定める

日数」に改め、同条第２項」に、「前項の」を「前項又はこの項の」

に改め、「同一年度内において」を削り、「任用された場合又は任用

期間が更新された」を「任用され、又は任用期間が更新され、か

つ、前項の規定による任用の日から当該引き続き臨時的に任用された

ときの任期又は任用期間が更新されたときの任用期間の末日までの期

間が１年以下である」に、「その任用され、又は更新された日よりも

前の同一年度内における」を「当該引き続き臨時的に任用され、又は



任用期間が更新された時点において付与するものとし、その日数

は、同項の規定による」に、「引き続き任用され、又は更新された任

期」を「当該引き続き臨時的に任用されたときの任期又は任用期間が

更新されたときの任用期間」に、「を引き続き任用され、又は更新さ

れた日に与える」を「とする」に改める。

第２条中中野区立小学校及び中学校教育職員の勤務時間、休日、休

暇等に関する条例施行規則第１６条に１項を加える改正規定を次のよ

うに改める。

第１６条に次の４項を加える。

３ 前２項又は次項の規定による年次有給休暇を付与されたの

ち、引き続き臨時的に任用され、又は任用期間が更新され、か

つ、当該引き続き臨時的に任用され、又は任用期間が更新された

日が、第１項の規定による任用の日から起算して１年を経過した

日以後である場合の年次有給休暇は、同日及び毎年同日に応当す

る日（応当する日がない場合には、その前日）（以下「応当日等

の日」という。）の時点において付与するものとし、その日数

は、２０日とする。

４ 第１項又は第２項の規定による年次有給休暇を付与されたの

ち、引き続き臨時的に任用され、又は任用期間が更新され、か

つ、当該引き続き臨時的に任用され、又は任用期間が更新された

日が、第１項の規定による任用の日から起算して１年を経過した

日前であって、同項の規定による任用の日から当該引き続き臨時

的に任用されたときの任期又は任用期間が更新されたときの任用

期間の末日までの期間が１年を超える場合の年次有給休暇は、次

の各号に掲げる時点において、当該各号に定める日数を付与する

ものとする。

⑴ 当該引き続き臨時的に任用され、又は任用期間が更新された



時点 ２０日から既に付与された年次有給休暇の日数を減じた

日数

⑵ 当該引き続き臨時的に任用されたときの任期又は任用期間が

更新されたときの任用期間における応当日等の日の時点 ２０

日

５ 前各項に規定する年次有給休暇の日数のうち、応当日等の日前

１年の間に使用しなかった日数があるときは、２０日を限度に当

該応当日等の日以後１年に限りこれを繰り越すことができる。た

だし、応当日等の日前１年における勤務実績（第１項の規定によ

る任用の日又は応当日等の日から起算して１年を経過する日まで

の間における総日数から週休日の日数を減じた日数に対する勤務

した日数の割合をいう。以下この条において同じ。）が８割に満

たない臨時的に任用された職員については、この限りでない。

６ 勤務実績を算定する場合において、勤務した日数とみなす期間

については、第１４条第４項の規定を準用する。

附 則

この規則は、公布の日から施行する。


